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3ふ さ手折 タムの山

は

じ

め

に

万
葉
集
巻
九
に
、
「舎
人
皇
子
に
献
る
歌
二
首
」
と
し
て
、

抹
手
折
多
武
の
山
霧
茂
み
か
も

細
川
の
瀬
に
波
の
騒
け
る

(
一
七
〇
四
)

冬
ご
も
り
春

へ
を
恋
ひ
て
植
ゑ
し
木
の

実
に
成
る
時
を
片
待

つ
吾
れ
ぞ

(
一
七
〇
五
)

と

い
う
歌
が
あ
る
。
冒
頭
の

「抹
」
は
や
や
特
異
な
用
字
で
あ
る
が
、

秋
の
田
の
穂
向
き
見
が
て
り

わ
が
背
子
が
布
左
多
乎
里
け
る
を
み
な

へ
し
か
も

(三
九
四
三
)

妹
が
手
を
取
り
て
引
き
よ
ぢ

抹
手
折
吾
が
か
ざ
す
べ
く
花
開
け
る
か
も

(
一
六
八
三
)

ヘ

へ

う

れ

も

と

を

を

に

ヘ

ヘ

へ

か

ざ
し

…
…
水
枝
さ
す

秋
の
赤
葉
…
…
引
き
よ
ぢ
て

峯
文
十
遠
仁

抹
手
折

吾
は
持
て
往
く

君
が
頭
刺
に

(三
二
二
三
)

　
　

　

な
ど

の
用
例
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
諸
説
に
も
言
わ
れ
る
よ
う
に

「
フ
サ

(タ
ヲ
リ
)
」
と
訓
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

な
で
し
こ
の
は
な

ヘ

ヘ

へ

射
目
立
て
て
跡
見
の
丘
辺
の
盟
麦
花

総
手
折
吾
れ
は
持
て
ゆ
く
寧
楽
人
の
た
め

(
一
五
四
九
)

と
、

「総
手
折
」
と
書
く

一
例
も
あ
り
、
そ
れ
ら
で
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
「
フ
サ
」
は
、
女
郎
花

・
な
で
し
こ

・
紅
葉

の
よ
う
な
、
細
く

か
み
つ
ふ
さ

し
も
つ
ふ
さ

へ

枝
わ

か
れ
し
た
小
枝
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
「総
」
の
字
は
、
上
総

・
下
総
の
フ
サ
で
も
あ
る
が
、
古
語
拾
遺
に
は
、

「古
語
、
麻
を
之
総
と
謂

ふ
」
と
も
あ
り
、
苧

(糸
)
に
う
む
前
の
白

い
皮
の
細
く
裂
け
た
状
態
に
よ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

現
代
語

の
フ
サ
は
、
大
相
撲
の
土
俵
の
四
隅
に
下
が
る
赤
ブ
サ

・
白
ブ
サ
等
に
如
実
な
、
糸
状
の
も
の
を
編
ん
だ
り
組
ん
だ
り
し
た
先
を
、

そ
の
ま
ま
束
ね
て
切
り
放

っ
た
所
を
ま
ず
は
指
し
、
そ
れ
は
、
和
名
抄

「
総
フ
サ
」

の
解
説
に
あ
る

「聚
糸
成
東
」
さ
な
が
ら
で
も
あ
る
。
能

3



4

舞
台

に
演
者
が
現
わ
れ
る
揚
げ
幕
の
両
脇
な
ど
に
も
結
わ
れ
て
下
が
り
、
土
俵
の
フ
サ
と
も
ど
も
あ
る
種
の
神
事
性
を
も

つ
こ
と
も
窺
え
る
。
「髪

が
フ
サ
フ
サ
し
て
い
る
」
と

い
う

の
も
、
「聚
糸
」

の
感
じ
の
展
開
で
あ
る
。

一
方
ま
た
、
乳
ブ
サ
や
葡
萄
の
フ
サ
な
ど
の
言

い
方
も
あ
る
の

で
、
小
枝
状
か
ら
糸
状
、
さ
ら
に
粒
状
の
も
の
で
も
、
聚
ま
り
下
が

っ
た
も
の
、
類
似
の
形
状
で
垂
れ
下
が
っ
た
も

の
と
意
味
が
広
が

っ
た
も

の
だ

ろ
う
か
。
な
お
、
ホ
雅

「釈
木
」
の
注
に
も
、
「茉

萸
子
聚
生
成
レ
房
貌
」
と
、
「茉

(抹
に
通
じ
る
)」
に
房

の
意
が
あ
る
と
す
る
。

と

こ
ろ
で
、
「
フ
サ
手
折
り
」
の
、
冒
頭
に
挙
げ
た

一
七
〇
四
番
歌
以
外

の
万
葉
集
で
の
四
例
は
、

い
ず
れ
も

「
フ
サ
フ
サ
し
た
小
枝
を
折

り
と

っ
て
手
に
持

つ
」
と
い
っ
た
、
普
通
の
用
法
で
あ
る
が
、

一
七
〇
四
番
歌
だ
け
は
、
唯

一

「多
武
の
山
」
に
か
か

る
枕
詞
的
用
法
と
な
っ

て
い
る
。
多
武
の
山
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
談
山
、
多
武

の
峯
で
、
地
名
で
あ
る
か
ら
、
地
名
、
と
く
に
山
に
か
か
る
枕
詞
の
常
態
と
し
て
、

「玉

だ
す
き
ウ
ネ
ビ
の
山

・
木
綿
畳
タ
ナ
ガ
ミ
山

・
大
鳥

の
羽
易
の
山
」
と
同
様
、
「
フ
サ
タ
ヲ
リ
タ
ム
」
ま
で
で
、
ま
ず
は
意
味
を
な
す
言

た

　　
　

葉

と

見

ら

れ

る

。

「
フ
サ

を

手

折

り

嶢

む

(た

わ

め

る
)
」

と

の
意

と

す

る

解

が

一
般

の
よ

う

で

、

そ

れ

は
先

例

の
三

二

二
一二
番

歌

な

ど

に

よ

る

解

釈

か
と

思

わ

れ

る

。

し

か

し

、

フ
サ

(
小
枝

の
集

ま

り

)

は

、

自

然

に

タ

ワ
ム

こ

と

は

あ

っ
て
も

、

あ

え

て
タ

ム

ル

(た

わ

め

る

)

こ
と

が

た

常
態

で
あ
る
と
か
、
特
別

の
意
味
を
も

つ
と
か
の
感
覚
は
見
て
と
れ
な

い
。

一
方
、
「玉
だ
す
き
ウ
ネ
ビ
」
は
、
単
に
ウ
ネ

(項
)
に
手
す
き

　
ヨ

　

を
か
け
る
意
で
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
言
葉
で

「玉
だ
す
き
」
を
か
け
て
、
霊
山

(神
体
)
畝
火
の
意
を
持
た
せ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、

「木
綿
畳
み
手
上
」
も
、
神

へ
の
捧
げ
物

ユ
フ
を
、
畳
ん
で
手
の
上
に
捧
げ
る
意
に
よ

っ
て
田
上
山
を
霊
体
と
す
る

の
で
あ
る
。
ハ
ガ
ヒ
の
山

も
、
霊
鳥
大
鳥

の

「羽
交
」
と
す
る
こ
と
で
、
鳥
に
な

っ
て
飛
び
去
る
と
も
い
わ
れ
る
タ

マ
の
在
り
所

(人
麻
呂
の
亡
き
妻
の
居
処
、
万
葉
二

一
三
)

の
意
味
も
生
き
る
。
「
フ
サ
手
折
り
タ
ム
の
山
」
に
も
何
か
そ
う
し
た
意
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
先
述
の
よ
う
に
、
フ
サ
に

は
、
今
も
あ
る
種

の
神
事
儀
礼
性
が
残
る
の
で
あ
る
。

4



5ふ さ手折 タムの山

一

タ
ム

の
峯

(談
山
)

の
本
義

「多
武
の
山
」
の
名
が
万
葉
集
で
歌
わ
れ
る
の
は
、

一
七
〇
四
番
歌

一
首
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、

さ
カ

梯
立
て
の

ク
ラ
ハ
シ
山
を

瞼
し
み
と

岩
か
き
か
ね
て

わ
が
手
取
ら
す
も

(古
事
記

下
)

橋
立
の
倉
椅
山
に
立
て
る
白
雲

見
ま
く
欲
り
我
が
す
る
な

へ
に
立
て
る
白
雲

(万

一
二
八
二
)

こ
も

椋
橋
の
山
を
高
み
か

夜
隠
り
に
出
で
来
る
月
の
光
乏
し
き

(万
二
九
〇
)

等

の

「倉
椅
山
」
と
は
多
武
峯
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
ク
ラ
ハ
シ
の
呼
称

の
方
は
、
万
葉
集
で
は
、
右
の
二
首

の
他

に

一
七
六
三
番
の
計
三
首
、

お
よ
び
右
の

一
二
八
二
に
続
き
い
ず
れ
も

「橋
立
の
倉
椅
」
と
枕
を
な
す

「倉
椅
川
」
の
例
が
、

=

一八
三

・
一
二
八
四
の
二
首
見
え
る
。
い

ず
れ

に
せ
よ
、
倉
椅
山
に
は
、
古
事
記
歌
謡
か
ら
、
倉
に
か
け
る
梯

の
よ
う
に
垂
直
に
き
り
立

っ
た
岩
場
を
も

つ
山

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。

一
方
、
タ
ム
の
山
の
呼
称
は
、
日
本
書
紀
の
斎
明
紀
二
年
の
記
事
に
、

是
歳
、
飛
鳥

の
岡
本
に
更
に
宮
地
を
定
む
。
…
…
号
け
て
後
飛
鳥
岡
本
宮
と
日
ふ
。
田
身
嶺
に
冠
ら
し
む

る
に
周
れ
る
垣
を
以
て

す
。
田
身
山
名
此
云
大
務
。
復
、
嶺
の
上
の
両
槻
樹
の
辺
に
、
観
を
起

つ
。
号
け
て
両
槻
宮
と
す
。
亦
は
天
宮
と
日
ふ
。

た

む

と
出

て
、
タ
ム
の
嶺
が
何
ら
か
の
聖
域
と
さ
れ
た
気
配
を
窺
わ
せ
る
。
「
田
身
は
山
名
、
此
を
大
務
と
云
ふ
」
と
あ
え
て
注
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
と

こ
ろ
か
ら
は
、
書
紀
編
纂
当
時
、
ク
ラ
ハ
シ
山
に
比
べ
知
れ
わ
た
っ
た
呼
称
で
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
、
ト
ウ
の
峯
と
発

タ
ン
ザ
ン

音
さ
れ
、
談
山
神
社
を
祀
る
当
地
で
あ
る
が
、
そ
の
談
山
の

「談
」
も
ま
た
、
タ
ム
の
宛
字
だ

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
も

つ

と
も

、
後
世
の
文
献
で
は
、

5



6

多
武
峰
。
古
云
二
談
琴

。
古
老
相
伝
云
、
此
寺
論
談
為
レ業
。
故
号

談
零

　
。

(多
武
峯
略
記

上
)

な
ど
と
も
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
『多
武
峰
縁
起
』
に
な
る
と
、
中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
と
が
、
倉
橋
山
の
峯

に
登
り
、
藤
花
の
下
で
、

蘇
我
入
鹿
討
伐
の
謀
を
談
じ
た
の
で
、
そ
の
談
処
を
号
け
て

「談
零
」
と
い
い
、
後
に

「多
武
」

の
二
字
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
等
と
、
文

　　
　

か
た
る

字
ど

お
り
故
事

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
「談
」
が
タ
ム
の
音

へ
の
宛
字
だ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
「談
」
意
を
こ
じ
つ
け
た
く
な
る
よ
う
な
本
義

が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

タ
ム
の
峯

(山

・
岳
)
は
、
実
は
、
全
国
各
地
に
同
音

・
類
音
の
呼
称
を
残
す
、

い
わ
ば
普
通
名
詞
的
な
地
名

(古

い
地
名
は
し
ば
し
ば
そ

の
要
素
が
あ
る
)
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
現
伝

の
文
字
表
記
に
よ
る
音
は
、
タ
ム

・
タ
ン

(ダ
ン
)
・
タ
フ

・
ト
ウ

(ド
ウ
)
と
、
若
干
の

ゆ
れ
を
も

つ
が
、
お
お
む
ね
、
助
詞

「
ノ
」
を
介
し
て
、
峯

・
山

・
岳
等
に
か
か
る
名
称
が
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う

に
、
関
東
や
四
国

・
九
州

等
ほ
ぼ
列
島
全
域
に
わ
た
り
点
在
し
て
い
る
。
土
地
の
由
来
記
に
詳
し
い
大
日
本
地
名
辞
書

(増
補
版
、
冨
山
房
)

か
ら
主
な
も
の
を
拾
い
出

し
て
み
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
記
事
も
若
干
抄
記
し
た
。

タ
フ
ケ

(
1
)

塔

岳

(相
模
)

丹
沢
雨
降
の
西
に
と
な
る
。
新
編
風
土
記
云
、
此
山
の
中
腹
に
土
俗
黒
尊
仏
と
唱
ふ
る
大
石
あ
り
。
…
…
此
山
を
他
郷
に
て
尊
仏
山
と

唱
ふ
。
石
は
雨
乞
、
苔
は
薬
用
。

タ
フ

(2
)
塔
の
峰

(相
模
)

箱
根
七
湯
の

一
つ
塔
之
沢

〈後
掲
〉
の
北
東
の
嶺
。
阿
弥
陀
寺
あ
り
。

タ

フ

ノ

ス

(3
)
多
峰
主
山

(武
蔵
)

山
頂
に
黒
田
豊
前
守
直
邦

の
墓
碑
あ
り
。
…
…
前
岩
と
称
す
る
盤
石
あ
り
。

6
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7ふ さ手折 タムの山

タ

フ
ノ
ヘ
ン
リ

(4
)
塔
第

(磐
城
)

ヘ
ツ
リ
は
方
言
。
巨
巌
往
々
畳
起
し
、
高
き
も
の
は
十
五
六
丈
、
卑
き
も
の
は
十
二
三
丈
、
其
状
の
九
層
塔

の
如
し
。

(5
)
丹
沢
山

(相
模
)

標
高

一
千
五
百
七
十
米
突
、
相
州
第

一
の
高
峰
と
す
。
南
に
塔
ヶ
岳
、
南
々
東
に
行
者
岳
あ
り
。

〈以
下
は
、
大
日
本
地
名
辞
書
の
記
事
を
欠
く
。
付
記
は
木
村
。〉

(6
)
談
合
山

(新
潟

・
福
島
の
県
境
)

一
〇
二
〇
米
、
近
く
に
御
神
楽
岳
あ
り
。

(7
)
段
が
峰

(兵
庫

生
野
高
原
)

=

〇
三
米
。

(8
)
段

の
岳

(福
井

南
条
郡
)
七
二
九
米
。

(9
)
段
山

(香
川

小
豆
島
)
五
四
八
米
。

(10
)
タ
ン
ナ
岳

(沖
縄

伊
平
屋
島
)
二
三
一二
米
。

近
く
に
天
の
岩
戸

・
ク
マ
ヤ
と
言
う
地
名
。

(11
)
堂

ヶ
岳

(山
口
)
五
八
八
米
。

(12
)
堂
鳴
海
山

(和
歌
山
)

　
ら

　

こ

れ

ら

、
宛

て

ら

れ

た

文

字

は

、

塔

・
堂

・
談

・
段

・
丹

な

ど

様

々
だ

が

、

お
お

む

ね

助

詞

ノ
を

介

し

て
、

山

(峰

・
岳

)

の
性

格

を
特

示

す

る
あ

り

様

か

ら
も

、

類

同

の
音

と

意

味

を

も

つ
所

(地

名

)

と

し

て
書

き

と

ら

れ
た

こ
と

は

、
容

易

に
見

て
と

れ

る

だ

ろ

う

。

大

和
多

武

の

さ
が

峯
の
、
瞼
し
い
岩
場

・
鎌
足
の
墓
所

・
十
三
重
の
塔
建
立
等
と
も
見
合
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
と
は
、
大
日
本
地
名
辞
書

の
記

7



8

述
等

に
よ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
様
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①

何
ら
か
の
聖
所

(土
俗
信
仰

・
修
験
道

・
神
道

・
仏
教

・
道
教
)
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
。

②

墓
所
と
さ
れ
る
所
で
も
あ
る
こ
と
。

③

そ
の
地
域
第

一
の
高
山
か
、
け
わ
し
い
岩
場
が
あ
る
こ
と
。
な
お
、
墓
所
と
岩
場
は
し
ば
し
ば

一
体
で
も
あ
る

こ
と
は
、
万
葉
集
四
二

一

番
石
田
王
卒
之
時
の
歌

「高
山
の
石
穂
の
上
に
君
が
臥
や
せ
る
」
等
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

④

近
辺
に
、
聖
地
ら
し

い
地
名
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
も
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
。

塔
ヶ
岳
-
行
者
岳

(丹
沢
山
)
・
塔
の
峰
i
塔

の
沢

(箱
根
)
・
談
合
山
-
御
神
楽
岳

(越
後
)
・
タ
ン
ナ
岳
-
天

の
岩
戸

(伊
平
屋
島
)

そ
し
て
、
そ
う
し
た
関
わ
り
で
地
図

・
地
名
を
眺
め
る
と
、
類
同
の
音
や
語
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、
山

(峰

・
岳
)
だ
け
で
な
く
、
沢

・

森

・
郷
や
、
浦

・
浜

・
岬

・
鼻
に
か
か
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
13
)
塔
之
沢

(相
模
)

(2
)
参
照
。

(
14
)
丹
沢

(相
模
)

(1
)

(5
)
参
照
。

(15
)
塔
の
森

(山
城
)

鴨
桂
両
河
の
会
ふ
辺
に
て
佐
比
河
原
の
北
な
り
。
…
…
三
代
実
録
、
貞
観
十
三
年
制
定
、
百
姓
葬
送
放
牧
之
地
、
…
…
。

タ

フ

ダ

(16
)
塔
陀
郷

(下
野

猿
島
郡
)

タ
ム

タ

(
17
)

談

多

郷

(上

野

安

蘇

郡

)

(
16
)
・
(
17
)

は

和
名

抄

に

出

る
も

の
。

タ
ン

タ

タ

ウ

(18
)
都
曇
答
臓

(薩
摩

大
島
郡
)

8



9ふ さ手折 タムの山

ツ
ヅ
ミ

ト
ド
ロ
キ
コ
ヂ

サ

イ

バ

ラ

又
範
々
鞍
々
に
作
る
。
…
…

一
名
を
鼓
川
ま
た
は
轟
小
路
と

い
ふ
、
又
此
地
よ
り
西
半
里
許

の
所
を
催
馬
楽
と

い
ふ
。

ダ
ン
ノ

(19
)

壇

浦

(長
門

豊
浦
郡
)

壇
浦
の
名
義
不
詳
、
長
府
の
市
中
に
も
、
壇
之
上
と
云
ふ
名
あ
り
、
又
壇
浜
あ
り
。
/
本
朝
無
題
詩

(釈
蓮
禅
)
に
、
此
浦
を
た
"
壇

と
云
ふ
。

(20
)
壇
の
浦

(讃
岐

・
備
前
)

(21
)
塔
の
鼻

(対
馬
)

(22
)
ダ
ン
ノ
鼻

(若
狭
)

タ
ウ

(23
)
唐
之
浜

(土
佐

安
芸
郡
)

カ
ウ
ノ
ミ
ネ

山
頭
に
神
峰
寺
観
音
堂
あ
り
。
…
…
此
寺
は
三
代
実
録
、
貞
観
八
年
授
位

の
土
佐
国
神
零
神
な
る
べ
し
。

(24
)
唐
の
岬

(薩
摩
半
島
)

索
引
等
か
ら
目
に
つ
く
も
の
を
拾

っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
省

い
た
も
の
も
あ
り
、
探
せ
ば
な
お
各
地
に
類
同
の
地
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
だ

ろ
う
。

カ
ウ

と

こ
ろ
で
、
右
の
各
地
名
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
漢
字
と
そ
の
音
は
、

一
字
の
場
合
、
「神

(の
峰
)」
以
外
す
べ
て
字
音
に
よ

っ
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
が
、
た
と
え
ば
多
武
峰
略
記
や
縁
起
の
説
の
よ
う
に
、
何
か
事

々
し
い
由
来
に
も
と
づ
き
、
後
に
漢
字
音
で
名
が
つ
い
た
と
い
っ

た
も

の
で
は
な
く
、
タ
ン

(ダ
ン
)
・
タ
フ

・
タ
ウ

(ダ
ウ
)
と
い
う
音
に
よ

っ
て
指
さ
れ
た
地
名
を
、
多
武
の
よ
う
な

一
音
仮
名
で
は
な
く
、

何
ほ
ど
か
本
義
に
も
近
い
漢
字
音
を
宛
て
た
の
で
は
な

い
か
と

い
う
こ
と
は
、
さ
き
に
①
～
④
に
示
し
た
よ
う
な
共
通
の
性
格
に
よ

っ
て
窺
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
た
か
も
仏
塔
や
仏
堂
の
在
る
よ
う
な
聖
所
と
見
な
さ
れ
る
と
か
、
そ
れ
に
関
わ

っ
た
壇
や
段
に
見
立
て

9



10

ら
れ
る
所
だ
と
か
、
そ
こ
で
何
ら
か
の
談
義
が
な
さ
れ
た
所
だ
と
か

い
う
用
字
で
あ
る
。

な
お
、
漢
字
音
と
し
て
は
微
妙
に
異
な
る
そ
れ
ら
の
音
が
、
古
く
通
う
音

で
あ

っ
た
こ
と
は
、
「
天
飛
や
軽
の
道
」
(万
葉
二
〇
七
)
と
、

カ
る

「軽
」
に
か
か
る
枕

「天
ト
ブ
」
が
、
古
事
記
中

(允
恭
)
で
は

「天
ダ
ム

(阿
麻
陀
牟
)
軽
お
と
め
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、

ナ
ム
と
ナ
ブ

(並
)
・
ト
ム
と
ト
フ

(訪

・
問
)
等

の
音
の
相
通
か
ら
類
推
さ
れ
る
。
古
代
、
タ
ム

・
ダ
ン

・
タ
フ
等

は
、
や
や
曖
昧
な
声
に

対
し

て
書
き
と
る
表
記
が
ユ
レ
を
生
じ
た
、
あ
る
い
は
、
地
域
に
よ

っ
て
少
し
ズ
レ
の
あ
る
音
の
語
が
並
存
し
て
文
字
に
達
し
、
ま
だ
ら
に

残

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
フ
の
子
音
は
、
古
く
は
両
唇
音
の

〔P
〕
に
近
か
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
、
ブ
の

〔b
〕
と
も
ど
も
、

同
じ
両
唇
音

の
ム
の
子
音

〔
m
〕
と
は
、
今
カ
ナ
文
字
で
見
る
よ
り
、
も
と
の
発
音
は
近

い
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
十
音
に
整
理

さ
れ
る
よ
う
な
カ
ナ
文
字
で
書
き
と
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
音
が
そ
の
カ
ナ
に
文
節
さ
れ
た
音
価
で
確
定
し
て
し
ま
う

が
、
声
の
み
で
存
在
し
て

い
た
時
に
は
、
そ
れ
ら
が
同
義

・
類
義
を
根
に
し
て
曖
昧
か

つ
緩
や
か
に
通
じ
合
う
音
だ

っ
た
可
能
性
が
想
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
タ
ン
ナ

(丹
那
)
・
タ
フ
ダ

(塔
陀
)
・
タ
ム
タ

(都
曇
)
・
タ
ン
タ

(談
多
)
の
ナ
や
タ

(ダ
)
は
、
「手
ナ
心

(掌
)」
「木
ダ

物

(果
実
)」
と

い
っ
た
語
に
残
る
ノ
と
同
義
の
古

い
助
辞
か
ら
出
て
い
る
可
能
性
が

つ
よ
い
。

さ
て
、
各
地
に
点
在
す
る
タ
ム
の
地
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
ど
の
よ
う
な
所
で
あ

っ
た
か
は
、
各
所
そ
れ
ぞ
れ
の
口
伝
え
や
記
録
等
の
あ
る
場

合
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
、
中
央
の
支
配
層
、
と
く
に
藤
原
氏
と
の
密
接
な
繋
り
を
も

っ
て
い
た
大
和
の
タ
ム
の
峯

の
文
字
文
化
の
中
で
の
伝

承
が
、
突
出
し
た
具
体
性
を
も

つ
も
の
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

建
久
八
年

(
一
一
九
七
)、
多
武
峯
南
院

の
検
校
静
胤
の
撰
に
な
る
と
い
う
奥
書
を
も

つ

『多
武
峯
略
記
上

・
下
』

は
、
大
織
冠
藤
原
鎌
足

の
墓
所
と
な

っ
た
多
武
峯

の
、
奈
良

・
平
安
朝
に
わ
た
る
由
来
記
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、
第
九
怪
異

「御
墓
山
鳴
動
」
と
し
て
、
タ
ム
の

峯
が
、
何
ら
か
の
異
変
の
前
ぶ
れ
と
し
て

「鳴
動
」
す
る
山
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
鳴
動
が
あ
れ
ば
、

10



11ふ さ手折 タムの 山

寺

家

以

脚

力

・不

時

言

コ
上

子
細

於

長

者

殿

下

一。

即

不

レ
論

善

悪

。

日
召

御

占

一而

被

レ
下

二
御

占

形

一。

(略

記

下

)

　
　

　

と

い
っ
た
対
応
も
な
さ
れ
る

一
大
事
で
、
御
堂
関
白
記
や
小
右
記
に
も
逐

一
特
記
さ
れ
る
こ
と
で
さ
え
あ

っ
た
。

多
武
峯
縁
起
に
は
、
ま
た
、
鎌
足
は
、

一
説
に
常
陸
国
鹿
島
郡
で
生
ま
れ
、
鹿
島

の
神
は
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ

っ
た
と

い
う
。
鹿
島
神
は

タ
ケ

「あ

ら
れ
ふ
り
鹿
島
神
」

(常
陸
国
風
土
記
香
島
郡

・
万
葉
四
三
七
〇
な
ど
)
と
も
い
わ
れ
、
祭
神
は
建
ミ
カ
ヅ
チ
神
で
あ
る
。
記
紀
神
話
で

は
、
高
天
原
よ
り
葦
原
中
国
の
平
定
に
降
さ
れ
た
神
で
あ
る
が
、
土
俗
的
に
は
、
フ
ッ
神
を
祭
る
香
取
社
と
と
も
に
、
要
す
る
に
、
イ
カ
ヅ
チ

神
ー

雷
神
的
素
因
の
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
鎌
足
の
墓
所
が
、
初
葬
の
摂
津
国
阿
威
山
か
ら
、
鳴
動
す
る

(神
雷
と
ど

ろ
く
)
タ
ム
の
峯
に
移
さ

れ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
い
は
略
記
や
縁
起
に
記
さ
れ
る
以
外
の
そ
う
し
た
因
縁
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

タ
ム
の
地
が
、
大
和
多
武
峯
以
外
で
も
、
何
ら
か
の
鳴
動
、
す
な
わ
ち
山
鳴
り

・
海
鳴
り

・
地
鳴
り
と
い
っ
た
大
自
然
の
ウ
ナ
リ
を
発
す
る

場
所

で
は
な

い
か
と

い
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
各
所

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
薩
摩

の
タ
ン
タ
タ
ウ
の
大
日
本
地
名
辞
書
の
記
事
に
よ

っ
て
知
る

　
　

　

こ
と
が
で
き
る
。
当
地
は
近
く
に
活
火
山
桜
島
を
ひ
か
え
る
が
、
そ
の
影
響
に
よ
る
地
鳴
り
が
、
「鼓
川

・
轟
小
路
」
と
も
い
う
呼
称
に
も
な

っ

た
も

の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
箱
根
の

「塔
の
沢
」
な
ど
も
、
温
泉
湧
出
に
伴
な
う
地
響
き
が
、
関
係
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

と

こ
ろ
で
、
自
然
の
そ
の
よ
う
な
鳴
動
現
象
は
、
「山
ナ
リ

・
海
ナ
リ

・
地
ナ
リ
」
と
い
っ
た
今
も
使
う
言
葉
で
は
、
万
葉
歌
の
中
で
も
少

な
か
ら
ず
関
心
を
も

っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
だ

っ
た
。

(
1
)
足
引
の
山
河
の
瀬
の
響
な
へ
に

弓
月
が
岳
に
雲
立
ち
渡
る

(
一
〇
八
八

人
麻
呂
歌
集
)

(
2
)
秋
風
に
山
吹
の
瀬
の
響
な

へ
に

天
雲
翔
る
雁
に
あ

へ
る
か
も

(
一
七
〇
〇

宇
治
河
作
歌
)

み
わ
や
ま

へ

み

を

(
3
)
神
山
の
山
下
響
逝
く
水
の

水
脈
し
絶
え
ず
は
後
も
吾
が
妻

(三
〇

一
四
)

ふ

じ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
4
)
さ
寝
ら
く
は
玉
の
緒
ば
か
り

恋
ふ
ら
く
は
不
尽
の
高
峯
の
奈
流
佐
波

(鳴
沢
)
の
ご
と

(三
三
五
八
)

11
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(
5
)

神

の
如

聞

こ

ゆ

る
滝

の
白

浪

の

面
知

る

君

が

見

え

ぬ

こ

の

こ

ろ

(三

〇

一
五

)

(
6
)

巨
椋

の
入

江

響

ナ

リ

い
め
人

の
伏
見

が

田
井

に
雁

渡

る

ら
し

(
一
六

九

九

宇

治

河

作

歌

)

(
7
)

室

の
浦

の
瀬

戸

の
埼

な

る
鳴

嶋

の

磯

越

す

浪

に

ぬ

れ

に
け

る

か
も

(ゴ
ニ

六

四

)

(
8
)

牛

窓

の
浪

の
潮

騒

嶋

響

依

そ

り

し

君

は

逢

は

ず

か

も

あ

ら

む

(
二
七

三

こ

「
響

」

の
訓

は

、

一
般

に

(
1
)
・
(
2
)

は

ナ

ル

で
、

(
3
)
・
(
6
)
・
(
8
)

は

ト

ヨ

ム

で
訓

ま

れ

て

い
る

が
、

統

一
的

に
ナ

ル
で

訓

む

こ
と

も

可
能

で
あ

ろ
う

。

と

く

に

、

(
6
)

は
、

音

数

か

ら

も

「
ナ

ル

ナ

リ
」

の

方

が

妥

当

だ

と

思

わ

れ

る
。

(
1
)
・
(
2
)

は

、

「
ナ

ル
な

へ
に
」

と

、

山

川

の
音

の
響

き

が

、
あ

た

か
も

鼓

の
合

図

の
よ
う

に

、
他

の
天
象

の
活

動

を
誘

発

す

る
と

い
う

の

で
あ

り

、

そ

れ

ら

の

「
響

」

を

、

す

べ

て

「
神

の
ご
と

聞

こ

ゆ

る
」

神

ナ

リ

と

し

て

と

ら
え

て

い
た

こ
と

が

あ

っ
た

の
で

あ

る

。

お
そ

ら

く

、

狭

義

の
ヤ

マ
ト

言
葉

、

つ
ま

り

大

和

　
　

　

朝
廷
系
の
人

々
の
言
葉
で

「
ナ
ル
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
現
象
に
タ
ム

(タ
フ
)
は
相
当
す
る
、
列
島
原
始
の
語
音
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

み
山
に
は

あ
ら
れ
降
る
ら
し

と
山
な
る

ま
さ
き

の
か
づ
ら

色
づ
き
に
け
り

と

い
う

の
は
、
平
安
宮
廷

の
神
楽

の
、
は
じ
め
に
歌
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
が

「神
あ
そ
び
」
の
歌
か
と
い
え
ば
、
現
代
な
ら
自

然

の
摂
理
な
ど
と

い
う
季
節

の
移
ろ
い
を
、
現
象
間
の
人
知
を
超
え
た
呼
応
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
「か
し
ま
」

の
枕

で
も
あ
る

「あ
ら
れ
ふ
る
」
こ
と
は
、
ナ
ル
神
か
ら
降
さ
れ
る
た
し
か
な

「さ
と
し
」
だ
と
受
け
と
め
ら
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

12
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二

ふ
さ
手
折
り
ト

フ

二
月
の
辛
巳
の
朔
庚
子
に
、
桃
の
花
始
め
て
見
ゆ
。
乙
巳
に
、
電
ふ
り
て
草
木
の
花
葉
を
傷
せ
り
。

是
の
月
に
、
風
ふ
き
雷
な
り
て
雨
氷
ふ
る
。
冬
の
令
を
行

へ
ば
な
り
。
国
の
内

の
巫
現
等
、
枝
葉
を
折
り
取
り
て
、
木
綿
を
懸
掛
け
て
、

大
臣
の
橋
を
渡
る
時
を
伺
候
ひ
て
、
争
ぎ
て
神
語
の
入
微
な
る
説
を
陳
ぶ
。
其
の
巫
甚
多
に
し
て
、
悉
に
聴
く
べ
か
ら
ず
。
(皇
極
紀

二
年
。
三
年
六
月
に
も
、
後
半
部
ほ
ぼ
同
文
で
出
る
。
)

「順
行
古
道
」
に
よ

っ
て
政
を
行

っ
た
と

い
う
皇
極
女
帝
紀
に
は
、

一
度
な
ら
ず
巫
の
存
在
が
記
事
に
残
る
。
桃
の
花
の
咲
く
こ
ろ
、
電

(ア

ラ
レ
)
や
氷
雨

(ミ
ゾ
レ
あ
る
い
は
ヒ
サ
メ
)
の
降
る
天
変
に
対
し
、
巫
蜆
等
は
、
枝
葉
を
折
り
取
り
、
木
綿
を
掛
け
て

「神
語
」
を
聞
き
と

13

り
、
為
政
者
に
そ
の
神
の
意
を
説
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

み
つ
垣
の

神
の
御
代
よ
り

笹
の
葉
を

タ
ブ
サ
に
採
り
て

遊
び
け
ら
し
も

(神
楽
歌
)

「
タ
ブ
サ
」
は
、
あ
え
て

「手
草
」
と
解
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
仮
名
書
き

「太
布
佐
」
の
ま
ま
で
と
れ
ば
よ
い
こ
と
は
、

一
で

見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。
外
目
に
は
、
書
紀
の
よ
う
に

「枝
葉
を
折
り
取
り
」
と
さ
れ
る
も

の
が
、
「
フ
サ
手
折
り
」
と
も
言

わ
れ
る
神
招
き

の
行
為
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
フ
サ
は
、
巫
女
の
採
り
物
、
今
に
伝
わ
る
大
和
率
川
神
社
の
古
式
ゆ
か
し
い
三
枝
祭
で
は
、
巫
女わ

た

ち

が

笹

ゆ
り

(
サ

ヰ
)

を

「手

ぶ

さ

」

に
採

り

舞

っ
て

(遊

ん

で
)

い
る
。

「
ふ

さ

手

折

り

タ

ム

」

と

は

、

ま

さ

し

く

そ

れ

ら

の
巫

者

の
行

さ

ア

ナ

サ

ヤ

ケ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

為

、

「
神

語

」

を

聞

き

と

る
者

と

し

て

の
姿

で
あ

ろ

う

。

そ

の
サ

ヤ
サ

ヤ
と

い
う

さ

や

か

な
音

を

、

古

語
拾

遺

は

、

「
阿

那

佐

夜

憩

竹
葉
之
声
也
」

と

も

す

る

。
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と

こ
ろ
で
、

一
で
見
て
来
た
タ
ム
の
峯

の

「鳴
動
」

へ
の
対
応
は
、
「御
占
を
召
し
て
御
占
形
」
を
見
る
の
で
あ

っ
た
。
平
安
宮
廷
の
こ
う

いつ

ら

し
た
占
は
、
占
形
を
見
る
亀
ト
か
陰
陽
師
の
占
だ

っ
た
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鳴
動
に
よ
る
カ
ミ
の
意
思
を
占
な
い
伝
え
る
巫
者
の
存

在
が
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
占
で
、
神
の
意
を
は
か
る
こ
と
は
、
万
葉
集
で
は
、

夕
占
に
も
占
に
も
ぞ
問
ふ

(三
八

一
こ

門
に
立
ち
由
布
気
刀
比
つ
つ

(三
九
七
八
)

と

へ

と

ト
部
を
も
八
十
の
衛
も
占
難
レ
問

(三
八

一
二
)

な
ど

と
、
「占
ト
フ
」
と
も
言

っ
て
い
る
。
「ト
フ

(問
)
」
と
は
、
不
明
の
こ
と
を
明
か
そ
う
と
試
み
る
こ
と
で
、
現
代
語
に
お
け
る
質
問
す

る
意

の

「問
う
」
あ
る
い
は

「安
否
を
問
う
」
な
ど
も
、
ほ
ぼ
そ
の
系
統
の
意
を
伝
承
し
て
い
る
。
た
だ
、
万
葉
集

で
は
、
右
の

「占
問
ふ
」

よ
り
も
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な

「
こ
と
問
ふ
」
と
い
う
形
が
、
よ
り

一
般
的
な

「と
ふ
」
の
用
例
と
見
受
け
ら
れ
る
。

た
だ
今
夜
逢
ひ
た
る
子
ら
に

事
問
も
未
だ
せ
ず
し
て
小
夜
そ
明
け
に
け
る

(二
〇
六
〇
)

夕
さ
れ
ば
物
思
ひ
ま
さ
る

見
し
人
の
言
問
す
が
た
面
影
に
し
て

(六
〇
二

笠
女
郎
)

ざ
　

吾
が
背
子
が
形
見
の
衣

妻
問
ひ
に
あ
が
身
は
離
け
じ
事
不
レ
問
と
も

(六
三
七
)

現
行
の
注
釈
書
類
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合

「
モ
ノ
言
う
」
で
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
万
葉
集
で
も
、

珠
衣
の
さ
ゐ
さ
ゐ
沈
み

家

の
妹
に
物
不
レ語
来
に
て
心
苦
し
も

(五
〇
三

人
麻
呂
)

賢
し
み
と
物
言
よ
り
は

酒
飲
み
て
酔
ひ
実
き
す
る
し
ま
さ
り
た
る
ら
し

(三
四

一

旅
人
)

は
じ辱

を
忍
び
辱
を
黙
し
て
事
も
無
く

物
不
レ言
先
に
我
は
依
り
な
む

(三
七
九
五
)

と
、

「も
の
言
ふ
」
例
は
別
に
あ

っ
て
、
こ
ち
ら
は
む
ろ
ん
現
代
語
の

「も
の
言
う
」
と
同
用
法
で
あ
る
。

14



15ふ さ手折 タムの山

「
こ
と
問
ふ
」
と
は
、
「安
否
を
問
う
」
に
近
い
意
の

「ト
フ
」
で
、
ぼ
ん
や
り
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
で
あ
る
。
男
女
間

に
お

い
て
用

い
ら
れ
る
場
所
は
、
二
〇
六
〇
番

の

「事
問
ひ
も
未
だ
せ
ず
し
て
」
に
窺

い
易
い
よ
う
に
、
お
互
の
意
中
を
確
か
め
る
、
あ
る
い

は
意
中
を
言
葉
で
明
か
す
と
い
っ
た
意
味
合
で
、
単
に

「も
の
言
う
」
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
コ
ト
と
は
、

お
ほ
き
み

ヘ

へ

王
の
御
笠
に
縫

へ
る
在
間
菅

有
り

つ
つ
見
れ
ど
事
無
き
吾
妹

(二
七
五
七
)

…
…
相
と
ぶ
ら
ひ

言
成
し
か
ば

か
き
結
び

常
世
に
至
り
…
…

(
一
七
四
〇
)

な
ど

の
、
特
定

の
男
女
間
の
仲
ら
い
を
指
し
て
も

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
万
葉
集
以
外

の
古
文
献
の
用
例
で
は
、

「
コ
ト
問
ふ
」
は
、
よ
く

知
ら

れ
た
次
の
よ
う
な
特
異
な
用
法
を
も

つ
も
の
で
も
あ
る
。

す
め
ら

皇
我
が
う
つ
の
御
子
皇
御
孫

の
命
…
…
大
八
洲
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
安
国
と
平
ら
け
く
知
う
し
め
せ
と
言
寄
さ
し
ま

つ
り
た
ま
ひ
て
、

天
つ
御
量
も
ち
て
、
事
問
ひ
し
磐
ね

・
木
の
立
ち

・
草
の
片
葉
も
言
止
め
て
、
天
降
り
た
ま
ひ
し
食
国
天
の
下
と
…
…(大

殿
祭

祝
詞
)

か
く
依
さ
し
ま

つ
り
し
国
中
に
、
荒
ぶ
る
神
を
ば
神
問
は
し
に
問
は
し
た
ま
ひ
、
神
掃
ひ
に
掃
ひ
た
ま
ひ
て
、
語
間
ひ
し
磐
ね

・
樹
の

立

・
草

の
片
葉
も
語
止
め
て
、
天
の
磐
座
放
れ
、
天
の
八
重
雲
を
い
つ
の
千
別
き
に
千
別
き
て
、
天
降
し
依
さ
し
ま
つ
り
き
。

(六
月
晦
大
祓

祝
詞
)

豊
葦
原
の
水
穂
の
国
を
依
さ
し
ま

つ
ら
む
と
詔
り
た
ま

へ
る
に
、
荒
ぶ
る
神
等
、
又
、
石
根

・
木
立

・
草
の
片
葉
も
辞
語
て
、
昼
は
狭

蝿
な
す
音
声
ひ
、
夜
は
火
の
光
明
く
国
な
り
。

(常
陸
国
風
土
記

香
島
郡
)

は

じ

め

ヘ

ヘ

ヘ

へ

天
地
の
権
輿
、
草
木
言
語
ひ
し
時
、
天
よ
り
降
り
来
し
神
、
み
名
は
普
都
大
神
と
称
す
。
葦
原
の
中
津
国
に
巡
行
ま
し
て
、
山
河
の
荒

ぶ
る
梗
の
類
を
和
平
し
た
ま
ひ
き
。

(同

信
太
郡
)

15
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さ
ば

へ

皇
孫
天
津
彦
彦
火
顔
環
杵
尊
を
立
て
て
、
葦
原
中
国
の
主
と
せ
む
と
欲
す
。
然
も
彼
の
国
に
、
多
に
螢
火

の
光
く
神
、
及
び
蝿
声
な
す

邪
し
き
神
有
り
。
復
、
草
木
成
に
能
く
言
語
有
り
。

(神
代
紀
下
)

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
傍
点
部
を
中
心
に
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
天
よ
り
降
り
し
神

(書
紀
の
い
う
天
孫

ニ
ニ
ギ
の

さ

ば

へ

尊
で
あ
れ
、
常
陸
国
風
土
記
に
い
う
香
島
神
や
フ
ツ
神
-
香
取
社
祭
神
で
あ
れ
)
の
降
り
立

っ
た
葦
原
の
中

つ
国
に
は
、
荒
ぶ
る
神

々
が
五
月
蝿

な
し
、
石
根
や
木
立

・
草
の
片
葉
さ
え
も

「言
問
」
う
て
い
た
、

い
わ
ば
未
開
野
蛮
の
地
だ

っ
た
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
風
土
記
や
書
紀
の
漢

文
表

記
の
中
で
は

「辞
語

・
言
語
」
な
ど
と
あ
る
も
の
の
訓
は
、
そ
れ
ら
の
文
脈
と
祝
詞
で
の
用
語
に
徴
し
て
も

「
コ
ト
ト
フ
」
と
訓
む
も
の

で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
、
「
モ
ノ
イ
フ
コ
ト
」
と
訓
じ
る
岩
波
大
系
本
等
の
書
紀
の
訓
は
如
何
か
と
思
わ
れ
る
。
と
ま
れ

「
コ
ト
ト
フ
」
と
い

う
言
葉
は
、
葦
原
中
国
の

「石
根

・
木
立

・
草
葉
」

の
あ
り
様
と
密
接
に
結
び

つ
く
も
の
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
方
、
万
葉
集
に
は
、

コ
ト
ト
ハ
ヌ
木
に
は
あ
り
と
も

う
る
は
し
き
君
が
手
馴
れ
の
琴
に
し
あ
る
ら
し

(八

一
こ

言
不
レ問
木
す
ら
妹
と
兄
と
有
り
と
い
ふ
を

た
だ
独
り
子
に
あ
る
が
苦
し
さ

(
一
〇
〇
七
)

と
い

っ
た

「言
問
は
ぬ
木
」
と

い
う
表
現
が
六
首
も
に
見
ら
れ
、
ま
た
、

…
…
辞
不
レ間

物
に
は
あ
れ
ど

吾
妹
子
が
入
り
に
し
山
を

よ
す
が
と
そ
思
ふ

(四
八

こ

と
い
う
例
も
あ
る
。
さ
き
の
祝
詞
や
常
陸
国
風
土
記
等
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
木
や
山

(石
根
)
が

「言
問
ふ
」
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
、

あ
え
て
否
定
す
る
言
挙
げ
は
、
も
し
も
そ
の
こ
と
が
現
代
の
感
覚
の
よ
う
に
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
れ
ば
、
歌
わ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た

も
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
石
根
や
木
立
や
草
葉
が

「言
問
ふ
」
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ

っ
た
の
か
。
コ
ト
は
、
当
然
モ
ノ
で
は
な
い
か

ら
、
「
モ
ノ
言
ふ
」
と
同
じ
こ
と
で
は
な
く
、

い
わ
ば
、
「何
事
を
か
問
う
」
あ
る
い
は

「何
事
か
と
問
う
」
と
い
う

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

16



17ふ さ手折 タムの山

こ
こ
で
、
古
事
記
中
巻

の
次

の
記
事
が
思
い
合
わ
せ
ら
れ
る
。

故
、
天
皇

(神
武
)
崩
り
ま
し
し
後
、
其

の
庶
兄
タ
ギ
シ
ミ
ミ
ノ
命
、
其

の
適
后
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
に
嬰
せ
る
時
、
其

の
三
の
弟
を
殺

さ
む
と
し
て
謀
る
問
に
、
其
の
御
祖
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
患

へ
苦
し
み
て
、
歌
を
以
ち
て
其
の
御
子
等
に
知
ら
令

め
て
、
歌
ひ
た
ま
ひ
て

曰
く
、

さ
ゐ
河
よ

雲
立
ち
渡
り

畝
火
山

木
の
葉
さ
や
ぎ
ぬ

風
吹
か
む
と
す

又
、
歌
ひ
た
ま
ひ
て
曰
く
、

畝
火
山

昼
は
雲
と
ゐ

夕
さ
れ
ば

風
吹
か
む
と
そ

木

の
葉
さ
や
げ
る

是
に
、
其

の
御
子
聞
き
知
り
て
驚
き
、
乃
ち
タ
ギ
シ
ミ
ミ
を
殺
さ
む
と
為
た
ま
ふ
時
、
神
沼
河
耳
命
、
其
の
兄
神
八
井
耳
命
に
白
さ
く
、

…
…

17

こ
れ
ら
の
歌
は
、
タ
ギ
シ
ミ
ミ
の
謀
反
の
企
み
を
託
し
た
調
喩
歌
と
か
寓
意
歌
と
か
と
言
わ
れ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
叙
景
歌
だ
な
ど
と
さ
れ

ミ
ゾ
ク
ヒ

る

。

た

だ

、

イ

ス
ケ

ヨ
リ

ヒ

メ
は

、
古

事

記

が

そ

の
前

段

で
語

る

と

こ

ろ

で

は

、

ミ

ワ

の
大

物

主

神

と

、

三
嶋

の
浬

咋

(溝

杭

)

の
女

セ

ヤ

ダ

み

こ

タ
ラ
ヒ
メ
と
を
父
母
と
す
る
、
葦
原
中
国
の
神

の
御
子
で
あ

っ
た
と
い
う
。
サ
ヰ

(山
ゆ
り
草
)
が
岸
辺
に
群
生
す

る
サ
ヰ
河
と
は
、
そ
の
居

所

(神
域
)
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
サ
ヰ
河
か
ら
雲
が
わ
き
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
畝
火
山
の
木
の
葉
が
さ
や
ぐ
と
は
、
す
な
わ
ち

「草
木
言
問
ふ
」

と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
を
歌
に
し
た
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
も
、
す
ぐ
そ
の
歌
意
を
聞
き
知

っ
た
そ
の
御
子
神
沼
河
耳
命
も
、

そ
う

し
た

「言
問
ひ
」
の
意
を
聞
く
耳
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
「石
根

・
木
の
立
ち

・
草
の
片
葉
も
言

(
11
事
)
問
ふ
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
山
川
草
木

の
さ
や
ぎ
や
た
だ
な
ら
ぬ
鳴
動
を
、

あ

も

そ

れ

ら

か

ら

の

メ

ッ
セ

ー
ジ

と

し

て
聞

き

と

る

巫

者

が

居

た

と

い
う

こ
と

で
あ

り

、

天
降

り

来

た
神

に

よ

っ
て
、

そ

の

コ
ト
を

止

め
た

と

は

、



IS

そ
う

し
た

い
わ
ゆ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
原
始
信
仰
が
力
を
喪
失
し
、
「逆
言
狂
言
」
と
し
て
退
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ヤ

マ
ト
朝
廷
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
で
の

「言
問
は
ぬ
木

(山
)」
と

い
う
否
定
の
言
挙
げ
に
は
、
そ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
皇
極
紀
の
巫
現
等

の
枝
葉

(フ
サ
あ
る
い
は
サ
ヰ
の
小
枝
)
を
手
に
採

っ
て

「神
語
の
入
微
な
る
説
を
陳
ぶ
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
葦

原
中
国
の
原
始
信
仰
の
名

残
り
と
し
て
、
正
史
に
最
後
に
書
き
と
ら
れ
た
姿
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

「
フ
サ
手
折
り
の
タ
ム
の
山
」
と
は
、
「玉
だ
す
き
ウ
ネ
ビ
の
山

・
木
綿
畳
み
の
タ
ナ
ガ
ミ
山
」
と
類
同
の
か
か
り
方
で
、
ト
フ
と
タ
ム
と
の

通
音

・
通
義
に
か
け
て
、
タ
ム
の
山
の
神
性
を
明
示
し
た
枕
詞
だ

っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

三

献

歌

し

た

人

物

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
「献
一舎
人
皇
子

一歌
二
首
」
と
題
詞
の
あ
る
こ
れ
ら
の
歌
に
続
く

一
七
〇
六
番
に
は
、

「舎
人
皇
子
御
歌

一
首
」

と
し
て
、ぬ

ば
玉
の
夜
霧
は
立
ち
ぬ

衣
手
を
高
屋
の
上
に
た
な
び
く
ま
で
に

と

い
う
答
歌
と
見
ら
れ
る
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
よ
り
先

の

一
六
八
三

・
四
番
歌
に
は
、
や
は
り

「献

一舎
人
皇
子
↓歌
二

首
」
と
し
て
、

妹
が
手
を
取
り
て
引
き
よ
じ
抹
手
折
り

吾
が
か
ざ
す
べ
く
花
咲
け
る
か
も

(
一
六
八
三
)

春
山
は
散
り
過
ぎ
ぬ
と
も

三
和
山
は
未
だ
含
め
り
君
待
ち
か
て
に

(
一
六
八
四
)

と

い
う
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
舎
人
皇
子
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
天
武
天
皇
第
二
皇
子
、
日
本
書
紀
編
纂

の
中
心
人
物
で
あ
る
。
万
葉

18



19ふ さ手折 タムの 山

集

で
は

、

巻

二

に
収

め

ら

れ

た

、

ま
す
ら
を

丈
夫
や
片
恋
ひ
せ
む
と
嘆
け
ど
も

し
こ
の
丈
夫
な
ほ
恋
ひ
に
け
り

(
一
一
七

舎
人
皇
子
)

嘆
き

つ
つ
丈
夫
の
恋
ふ
れ
こ
そ

吾
が
結
ふ
髪
の
漬
ぢ
て
濡
れ
け
れ

(
一
一
八

舎
人
娘
子
)

と
い
う
贈
答
歌
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
片
恋
の
相
手
舎
人
娘
子
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
が
、
集
中
他
に
二
首
が
見

え
、

一
首
は
巻

一
の
六

一
番
に

「従
駕
作
歌
」
と
し
て
、
今

一
首
は
、
巻
八
の
冬
雑
歌
の
冒
頭
に
、

大
口
の
真
神
の
原
に
降
る
雪
は

い
た
く
な
降
り
そ
家
も
あ
ら
な
く
に

(
一
六
三
六
)

と
い
う
歌
が
、
太
上
天
皇

(元
正
)
・
天
皇

(聖
武
)
御
製
に
先
立
て
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
天
皇
な
ど
に
も
近
い
相
応
の
地
位

に
あ

っ
た
宮
廷
の

(巫
的
)
女
性
で
あ

っ
た
と
見
な
さ
れ
る
人
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
「
ふ
さ
手
折
り
」
等
と
万
葉
集
で
二
度
舎
人
皇
子
に

献
歌

し
た
、
何
ら
の
名
も
な
き
人
物
は
、
宮
廷
の
女
性
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
舎
人
皇
子
の
答
歌
と
思
わ
れ
る
歌
も
、
舎
人
娘
子
と
の
贈
答

歌

の
直
裁
さ
に
比
べ
、
い
わ
ば
夜
霧
に
こ
め
ら
れ
た
曖
昧
模
糊
と
し
た
思

い
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
連
の
歌
に
は
、
タ
ム
の
山
以
外
、

一
六
八
四
番
歌
に
三
輪
山
、

一
七
〇
六
番
歌
に
高
屋
と

い
う
地
名
ら
し
き
も
の
が
出
る
。

な
お
、

一
六
八
三
番
歌
も
、
お
そ
ら
く

一
の
冒
頭
に
挙
げ
た
古
事
記
歌
謡
の

「倉
梯
山
を
瞼
し
み
と

岩
か
き
か
ね

て
我
が
手
と
ら
す
も
」
を

踏
ま
え
て
い
る
と
見
ら
れ
、
倉
梯
山
ー
タ
ム
の
峯
を
暗
示
し
て
い
る
。
タ
ム
の
峯
と
そ
こ
に
近
い
三
輪
山
か
ら
し
て
、
高
屋
に
つ
い
て
も
、
現

た

い
え

桜
井
市
に
あ
た
る
高
屋
安
倍
神
社
や
高
家
説
が
あ
る
と
お
り
、
あ
る

い
は
三
輪
山
近
く

の
そ
の
あ
た
り
に
そ
れ
な
り

に
高

い
建
造
物
な
ど
も

あ

っ
て
、
そ
こ
に
住
ま
う
女
性
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
そ
の
地
は
、
か

つ
て
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
が
居
た
と
い
う
サ
ヰ
河
に

も
近

い
地
で
あ

っ
た
。

さ
ゐ
河
よ
雲
立
ち
わ
た
り

畝
火
山
木

の
葉
さ
や
ぎ
ぬ
風
吹
か
む
と
す

(イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
)
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即

ふ
さ
手
折
り
た
む
の
山
霧
茂
み
か
も

細
川
の
瀬
に
波
の
騒
け
る

(万
葉
集
)

と
、

二
首
を
並
べ
て
見
る
と
、
先

の
歌

の

「雲
立
ち
わ
た
る
」
動
き
に
呼
応
し
て
に
わ
か
に
さ
や
ぐ

「畝
火
山
の
木

の
葉
」
、
後
の
歌
の
た
ち

こ
め
る

「
タ
ム
の
山
霧
」
に
催
さ
れ
る

「細
川
の
瀬
」

の
波
の
さ
わ
ぎ
、
と
相
似
た
設
定
で
た
だ
な
ら
ぬ
さ
や
ぎ

(さ
わ
ぎ
)
が
歌
わ
れ
て
い

る
と
見
ら
れ
る
も

の
だ
ろ
う
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
誰
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
聞
き
と
ら
れ
伝
え
ら
れ
た
か
は
、
さ
き
に
示
し
た
古
事
記
の

場
合
と
は
異
な
り
、
む
ろ
ん
万
葉
集
の
方
に
は

一
切
の
解
説
は
な
い
。
た
だ
、
「
ふ
さ
手
折
り
た
む
」
の
歌
と
の
連
作
、

冬
ご
も
り
春

へ
を
恋
ひ
て
植
ゑ
し
木
の

実
に
成
る
時
を
片
待

つ
吾
れ
ぞ

か
ら
す
る
と
、
男
女
間
の

「片
思
い
」
を
托
し
た
よ
う
で
も
あ
る
。
同
じ
題
詞
の

一
六
八
三

・
四
番
歌
が
、
同

一
人
物

の
歌
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ

る
が
、
別
人
と
見
な
す
よ
り
同
人
と
見
な
す
方
が
自
然
で
も
あ
る
。

　
　

　

と

ま
れ
、
万
葉
集
編
纂
者
に
よ

っ
て
、
何
ら
か
の
わ
け
も
あ

っ
て
名
を
記
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
人
物
が
、
歌
の
系
譜
か
ら
見
れ
ば
、
20

葦
原
中
国
の
神

の
み
こ
イ
ス
ケ
ヨ
リ

(イ
ス
ス
キ
)
ヒ
メ
の
、
い
わ
ば
末
商
的
な
存
在
と
見
ら
れ
る
気
配
が
あ
る
こ
と
は
、
た
い
そ
う
興
味
深

い
。
そ
し
て
、
時
の
政
権
の
中
枢
に
も
近
い
日
本
書
紀
編
纂
者
舎
人
皇
子
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
待
ち
わ
び
る
恋
の
思

い
以
上
の
何
か
を
、
皇
極

紀
の
巫
現
等

の
よ
う
に
、
言
葉
を
も

っ
て
フ
サ
を
手
折
り
タ
ム
の
山
の

「言
ト
ビ
」
を
聞
き
と
り
、
切
実
に
訴
え
か
け
よ
う
と
し
た
も
の
だ

っ

た
か
否
か
は
、
残
念
な
が
ら
現
代
の
耳
に
聞
き
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

付

説

記
紀
万
葉
の
編
ま
れ
た
奈
良
時
代
か
ら
四
百
年
以
上
も
経
た
燗
熟
の
平
安
京
で
、
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滝
は
多
か
れ
ど

う
れ
し
や
と
そ
思
ふ

鳴
る
滝
の
水

日
は
照
る
と
も

た

へ
て
と
ふ
た

へ
や
れ
こ
と
つ
と
う

と

い
う
歌
が
は
や

っ
て
い
た
。
右
は
梁
塵
秘
抄
に
四
句
神
歌

(四
〇
四
)
と
し
て
収
め
ら
れ
た
も

の
だ
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
ん
な
場
で
歌

わ
れ
た
か
が
、
平
家
物
語
巻

一

「額
打
論
」

の
中
に
見
ら
れ
る
。
二
条
天
皇
崩
御

の
葬
送
に
あ
た
り
、
諸
寺
の
額
を
墓
所
で
打
つ
慣
例
の
順
番

の
こ
と
で
、
延
暦
寺
と
興
福
寺

の
衆
徒
問
で
争
い
が
起

っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
延
暦
寺

の
額
を
打
ち
割

っ
た
興
福
寺

の
衆
徒
が
、

う
れ
し
や
水

鳴
る
は
滝
の
水

日
は
照
る
と
も

た
え
ず
と
う
た
へ

と
は
や
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
末
尾
の

「と
う
た

へ
」
は
、
「
と
う
た
り
」
と
す
る
異
本
も
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
義
経
記
巻
八

「衣

河
合
戦
の
事
」
で
は
、
弁
慶
が

コ

手
舞
ふ
て
東
の
方
の
賎
し
き
奴
原
に
見
せ
ん
」
と
い
っ
て
、

嬉
し
や
滝
の
水

鳴
る
は
滝
の
水

日
は
照
る
と
も
絶
え
ず
と
ふ
た
り
。
東
の
奴
原
が
、
鎧
冑
を
首
諸
共
に
衣
河
に
斬
り
つ
け
流
し

つ
る
か
な
。

と
舞

っ
た
と
も
あ
る
。
そ
の
他
、
当
時
の
諸
本
に
見
え
る
例
に
つ
い
て
は
、
梁
塵
秘
抄
考

(小
西
甚

一
)
や
岩
波
古
典
文
学
大
系
梁
塵
秘
抄
四

〇
四
番

の
補
注
に
詳
し

い
が
、
中
で
今

一
例
、
背
景
に
伝
承
の
古
さ
が
窺
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
能
楽

「翁
」
で
千
歳
の
謡
う
、

鳴
る
は
滝
の
水

鳴
る
は
滝
の
水

日
は
照
る
と
も

絶
え
ず
と
う
た
り

あ
り
う
と
う
と
う
と
う

絶
え
ず
と
う
た
り

常
に
と

う
た
り

と
あ

る
も

の
が
注
目
さ
れ
る
。
「翁
」
の
中
で
謡
わ
れ
る
主
な
詞
章
は
、
「総
角
や
と
ん
ど
や
」
の
催
馬
楽
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
安
期
の
著
名

な
古
謡

・
朗
詠

・
今
様
等
を
綴

っ
て
成
立
し
て
お
り
、
右
の

「鳴
る
は
滝
の
水
」
の
平
安
期
か
ら
の
流
行
ぶ
り
も
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
口
々
に
伝
え
ら
れ
る
歌
謡
に
お

い
て
、
「た

へ
で
と
ふ
た

へ
や
れ
こ
と

つ
と
う
」
「た

へ
ず
と
う
た
り
」
「
た

へ
ず
と
う
た

へ
」
等
、

お
そ

ら
く
適
当
な
理
解

の
も
と
に
音
を
替
え
て
伝
え
ら
れ
た
部
分
と
は
、
要
す
る
に
人
皆
に
明
快
に
意
味
の
と
れ
る
語
句
で
は
な
か
っ
た
と
い
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〃

う

こ

と

だ

ろ

う

。

し

か

し

、

そ

れ

で
も

な

お

、

人

々

の
心

を

と

ら

え

て

や
ま

な

い
は

や
り

歌

だ

っ
た

の
は

、

ど

の
よ

う

な

わ

け

か

ら
だ

ろ
う

か

。

歌

の

テ
ー

マ
は

、

「
鳴

る

滝

」

で
あ

る

。

鳴

滝

は
右

京

山

手

の
地

名

に

あ

る

が

、

あ

る

い
は

こ
れ

は

足
柄

の
神

歌

か

ら
出

た

か

と

い
う

説

(秘

抄

考

、

他

)

も

あ

り

、
直

接

そ

れ

ら

に

か

か

わ

る

の
か

ど

う

か

は

分

か

ら

な

い
。

し

か

し
、

ど

こ

の
滝

に

せ

よ

、

「
鳴

る
」

と

は

、

一
～

三

で

見

て
来

た

よ
う

に

、

い
わ

ば

「
言

ト

フ
」

と

い
う

こ
と

の

ヤ

マ
ト
言

葉

的

言

い
替

え

で
あ

り

、

「
日

は

照

る

と

も

絶

え

で
と

ふ
」

と

は
、

つ
ま

と
よ

り
は
滝
が
、
洞
れ
る
こ
と
な
く
多
量
の
水
を
鳴
り
響
も
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
神
話

の
語
る
い
わ
ば
葦
原
中

国
の
感
性
か
ら
す
れ
ば
、
「
こ
と
と
ひ
」
続
け
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
神
性
が
、
日
の
力
に
も
屈
せ
ず
発
現
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
平
家

「額
打
論
」
や
義
経
記
で
歌
わ
れ
た
状
況
か
ら
見
て
、
こ
の
歌
は
、
上
に
立

つ
強

い
力
に
も
屈
せ
ず
、
弱
者
が
意
気
を
発
揮

で
き
た
時
、
発
揮
し
た
側
が
自
讃
的
に
相
手
を
は
や
す
風
に
歌
わ
れ
、
秩
序
が
混
沌
と
し
た
乱
世
の
人
々
の
支
持
を
得
続
け
た
の
だ
と
思
わ
れ

う
　
　

る
。

し
た
が

っ
て
、
四
句
神
歌
は
、
「た

へ
て
と
ふ
た

へ
」
と
あ
る
現
存
写
本
の
傍
記
の
と
お
り
、

滝
は
多
か
れ
ど

嬉
し
や
と
そ
思
ふ

鳴
る
滝
の
水

日
は
照
る
と
も
絶

へ
で
問
ふ

〈
絶

へ
や
れ
i
合
の
手
1

>

言
伝
ふ

と

い
う

の
が
、
も
と
の
形
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
能

の

「翁
」
に
伝
わ
る
も
の
も
、
「日
は
照
る
と
も

絶
え
ず
問
ふ
た
り

(
日
間
う
こ

と
を
や
め
な

い
で
い
る
よ
)
」
と

い
っ
た
、
古

い
感
覚
を
残
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「鳴
る
滝
」
と
は
、
「言
問
ふ
滝
」
で
あ
る
と

い

う
感

覚
が
稀
薄
に
な
れ
ば
、
「ト
ウ
タ
リ
」
は
何
と
な
く

「と
歌

へ
」
で
は
な
い
か
と
意
味
づ
け
し
た
転
化
も
、
口
承

の
歌
と
し
て
当
然
あ
り

え
た
こ
と
で
あ
る
。

　り
　

と
ま
れ
こ
の
歌
は
、
梁
塵
秘
抄
の

「四
句
神
歌
」
に
収
め
ら
れ
た
と
お
り
の
、
太
古
か
ら
の
山
川
草
木
の

「
こ
と
と
ひ
」
1
入
微
な
神
語
を
、

「日
は
照
る
と
も
絶
え
」
る
こ
と
な
く
称
え
残
し
た
、
単
な
る
は
や
り
歌
と

い
う
ば
か
り
で
は
な
い
、
「ま
さ
し
き
」
弱
者
の
神
歌
だ

っ
た
の

で
あ
る
。
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岩
波
古
典
文
学
大
系

「
万
葉
集
二
」

の

一
六
八
三
番
歌

の
補
注

に
、

フ
サ
タ
ヲ
リ
と
訓
む
こ
と

の
諸
説

の
ま
と
め
が
あ
る
。

「
タ
ム
ク
」
説

(岩
波
新

古
典
大
系

「
万
葉
集
索
引
」
)
も
あ

る
が
、
タ
ム
ク

(手
向

ク
)

の
ク
を
欠
く

の
は
無
理

で
あ
ろ
う
。

木
村

「
タ

マ
を

冠
す

る
万
葉
歌
語
と
そ

の
背
景
」

(奈
良
大
学
紀
要
第

二
十
五
号
)
、

『古

層
日
本
語

の
融
合
構
造
』

(平
凡
社
)
第
九
章

。

『略
記
』

『縁
起
』

は
新

校
群
書
類
従
よ
り
。

タ

(
ダ
)

ン
の

〔
n
〕

の
音
は
、
狭
義

の
ヤ

マ
ト
言
葉
と

し
て
は
文
字
表

記

の
出
現
も
お
く
れ
、
後
出
音
と
み
な
さ
れ
て

い
る
が
、

〔
a
〕
と

〔
n
〕
と

は
、
梵
語
を

引
く
ま

で
も

な
く

、
自

然
な
開

口
と
閉

口

の
発
音

の
原
初
と
も

見
ら
れ
る
も

の
で
、
土
着

音
と
し

て
古
く
か
ら
あ

っ
た

ほ
う

が
自

然
で
あ

ロ

ン

ト

ン

サ

ン

ろ
う
。
な

お
、
催
馬
楽

の
平
安
期
写
本
に
は
、

「論

・
屯

・
散
」

な
ど
に
よ
る

ン
の
表
記
が
な
さ
れ

て
い
る
。

滝
川
幸
司
氏

の
教
示
に
よ
る
。
京

で
の
対
応
は
、

「多
武
峯
物
忌
」

(小
右
記
)
な
ど
と
も

い
わ
れ
た
。

地
名

タ

ン
タ
タ

ウ
は
、

日
本
歴
史
地
名
大
系

(平

凡
社
)

で
は
、
鼓

川
町

の
解
説
文
中

に

「靱

　
冬

」
と
し

て
出

る
が
、
角
川

日
本
地
名

大
辞
典
に
は

ヘ

ヘ

へ

見
出

せ
な

い
。
消
滅

し

つ
つ
あ
る
地
名

の
よ
う

で
あ

る
。
な

お
、

ツ
ヅ
ミ
と
は
、
も
と
も

と
、
「
斉
ふ

る
鼓

の
音
は

雷

の
声
と

聞
く

ま
で
」

(万
葉

一

九
九
)

か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
今

の
和
太
鼓

(大
太
鼓
)
を

指
し
て

い
た
。

中
古
文
献

に
、
「
吾
妻
に

て
養
は
れ
た
る
人

の
子
は

舌
だ

み
て
こ
そ
物
は

い
ひ
け
れ
」

(拾
遺
集

四

一
三

詠
人
知
ら
ず
)
「
を
か
し
く
書
き
た
り
と
思

ひ
た

る
詞
ぞ
、

い
と
だ
み
た
り
け
る
」

(源
氏

玉
婁
)

な
ど
に
見
ら
れ
る
ダ

ム
と

い
う
動
詞
が
出

る
。
色
葉
字
類
抄

に

「説
,
,
タ
,
」
と
も
あ

る
語

で
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

言
葉

が
説
る

・
発
音

が
濁
る
あ
た
り

の
意

と
さ
れ

て
い
る
。

た
だ
、
先
例

の

「天

ト
ブ
軽
」
が

「
天
ダ

ム
軽
」

に
通
う

こ
と

に
類

推
で
き
る
な
ら
、
ダ

ム
は
ト

フ

(問
)
に
本
来
は
通
う
意

の
語

で
、
京
人

が
鄙

人

の
発
音
を
見
下
し
と
ら
え
た

こ
と

に
発

し
た
語

で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ

る
。

一
方

で
、
蔵

部

の
女
嬬

(め

の
わ
ら
は
)

で
あ

っ
た
狭

野
弟

上
娘
子

の
よ
う
な
者

で
も
、
呼
称
を
明
示

さ
れ
て

い
る
。

四
句
神
歌

の
主
な
担

い
手
は
、
当
時

の
市
井

の
巫
女

た
ち
で
あ
る
。

(木
村

「
梁
塵
秘
抄
四
句
神
歌
」

国
語

国
文
第

五
十

二
巻
第

一
号
)
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